
植物研究の歴史

　 島根県の植物については、「 出雲国風土記」 や江戸時代の「 出

雲国産物帳・ 隠岐国産物帳」 などの中での記述がある が、 学術上

での研究は明治時代に始まっ たと いえる。

　 県下での植物研究のう ち 、 特に植物相や各植物研究に関する 概

略を記載し たい。

明治時代（ 1 8 6 8 －1 9 1 2 ）

　 例え ば、 堀正太郎が明治2 2 年（ 1 8 8 9 ）、 三宅驥一が明治3 1

年（ 1 8 9 8 ） に隠岐諸島で の植物調査を 行っ て おり 、 明治4 0 年

（ 1 9 0 7 ） に徳淵永治郎が隠岐諸島の島後、 西ノ 島、 中ノ 島の植

物を 調査し 、 堀、 三宅の調査結果と と も に、 当時の知々井小学

校教員松本常男の標本約1 3 0 点を も と に「 隠岐島植物分布論」

（ 1 9 1 1 ） に維管束植物6 1 9 種を 記載し ている 。

　 さ ら に明治3 7 年（ 1 9 0 4 ） に島根県女子師範学校教諭と し て

赴任し た平田駒太郎が校舎敷地内に植物を植え、 さ ら に、 のち 久

徴園と 称さ れる隣接する山林地にも 植栽は広がっ た。 こ の全国的

にも 特筆さ れる平田植物園と よ ばれる 学校植物園は現在の島根県

立出雲高校に引き 継がれ、 自然科学の普及に貢献し ている 。

大正時代（ 1 9 1 2 －1 9 2 6 ）

　 大正時代の史料は乏し いが、 大正1 2 年（ 1 9 2 3 ） に原　 貞吉

による 「 鰐渕寺附近の植物目録」 の報告がある 。

昭和（ 戦前）（ 1 9 2 6 －1 9 4 5 ）

　 昭和年代に な っ て から は、 桜の研究者と し て 知ら れて いる

三好　 学に よ る 「 天然記念物調査報告　 植物の部N o .1 5 ,1 7 」

（ 1 9 3 5 ,1 9 3 7 ） で は三隅大平桜、 松江藩津田の松並木、 海潮村

のカ ツ ラ の報告が見ら れる。 昭和1 0 年代から は丸山　 巌によ る

県内全域において の詳細な調査が行われる こ と になる 。 戦前に

は丸山　 巖によ る 「 仁多郡植物誌Ⅰ， Ⅱ， Ⅲ」（ 1 9 2 9 ）、 林　 実

によ る 「 北出雲植物小話」（ 1 9 3 6 ） が確認でき る 。 また昭和1 0

年（ 1 9 3 5 ） には浜田の柿木山国有林で採集会があっ たこ と 、 昭

和1 0 年代初期に発足し た能義郡理科教育研究会で の第1 回研究

会では清水寺において雪吹敏光講師指導で採集会を 行っ たこ と な

どを 史料から 知る こ と が出来る 。 こ れは各地で作ら れた理科教育

普及のための研究会や全国的な植物観察会の興隆の流れが島根も

あっ たこ と が分かるも のである 。

昭和（ 戦後）（ 1 9 4 5 －1 9 8 0 ）

　 戦後には本格的な植物研究が行われるこ と と なる。 特筆すべき

と こ ろ では、やはり 丸山　 巖によるも ので、「 山陰植物管見Ⅰ，Ⅱ，

Ⅲ」（ 1 9 6 3 ,1 9 6 7 ,1 9 6 9 ） によっ て県下における貴重な植物の研

究の詳細が記載さ れている。また「 島根県大百科事典上下」（ 1 9 8 2 ）

では丸山の記載によっ てこ の時期に知ら れていた県下の貴重な植

物すべての状況を 知るこ と ができ る。 こ れによ れば今でも 貴重と

さ れる植物分布のほと んどが解明さ れていたこ と が分かる。 また

丸山は、 地元の特異な植物を 中央の研究者と 共同で研究を 進め、

イ ズモコ バイ モ、 オッ タ チカ ン ギク 、 イ ン ヨ ウチク 、 ト ゲナシア

ザミ 、 サン イ ンギク などの原記載などに大き く 貢献し ている。

　 ま た、 宮本　 巖も 県下の植物群落を 植物社会学的に研究する

傍ら 、「 西部石見の高等植物目録」（ 1 9 6 3 ）、「 島根半島植物誌」

（ 1 9 7 3 ） を はじ めと する 各地の植物相の調査他、 地方史への動

植物の記述、 地倉沼の遷移などの研究を 行っ ている 。

概説 維管束植物

　 また、 隠岐においては、 機関紙「 隠岐の文化財」 に見ら れる 昭

和2 5 年（ 1 9 5 0 ） に記述さ れた岡部武夫によ る 植物の分布状況

の紹介（ 1 9 9 7 ,1 9 9 8 ） の他、 1 9 4 0 年代から 1 9 9 0 年代に 至る

木村康信の各報告が特筆さ れ、 後の報告にはなる が、 集大成と し

て 報告さ れた「 島前の植物目録(Ⅰ)～(Ⅳ)」（ 1 9 8 2 ー1 9 8 8 ） な

どが注目さ れる 。 　

　 また、 こ の時期に「 国立公園候補地基本調査　 隠岐島・ 島根半

島・ 三瓶山」（ 1 9 6 0 島根県） も 報告さ れている。

　 その他特筆すべき も のと し て「 立久恵峡の植物と 植物目録」 森

山美具・ 青木充之（ 19 7 8 ）、「 島根産スゲ属植物」 岡本香（ 19 71）、

「 隠岐の植物(一)（ 二）」 岡国夫（ 19 6 8 、 19 6 9 ）、「 隠岐島・ 島根県

東部のシダ植物の分布について」山本　 廣（ 19 8 0 ）などが見ら れる。

昭和5 0 年代末期から 前回のR D B 改訂まで（ 1 9 8 0 －2 0 1 3 ）

　 1 9 7 0 年代から は、 杦村喜則によ る 調査が行われる よ う になっ

た。 杦村も 植物社会学的手法で県内の植生を 調査する中で植物相

の解明にも 取り 組んだ。その中で「 島根半島の植生と 植物相Ⅰ―Ⅴ」

（ 1 9 8 7 －1 9 9 1 ）、「 隠岐諸島の植生と 植物相　 森林植生， 海岸植

生， シダ植物」（ 1 9 9 4 ,1 9 9 5 ,1 9 9 7 ） は特に研究対象と する地域

の詳細な植生と 植物相を 解明し た。 また、「 島根県のシダ植物相」

（ 1 9 9 7 ），「 島根県の種子植物相」（ 2 0 0 5 ），「 島根県の種子植物相

（ 補遺）」（ 2 0 0 6 ） によっ て普通種を含めた島根県の全植物相のリ

スト が発表さ れるこ と と なっ た。 また、 こ れの根拠と なる 標本も

三瓶自然館に収蔵さ れ、 そのリ スト も 「 杦村喜則氏収集植物標本

目録Ⅰ－Ⅲ」（ 2 0 0 9 ,2 0 1 4 ,2 0 2 0 ） と し て発表さ れている。

　 また、杦村は植物観察の普及にも 熱心で、各種観察会ではユニー

ク な人柄と 出雲弁での解説が人気を はく し 、 島根大学白潟サロン

主催の観察会で「 神社の森を 歩く 」「 緑の野山を 歩く 」 は2 0 0 4

年から 2 0 1 3 年まで月1 回開催さ れ、 9 3 回を 数える が、 多く の参

加者が植物の面白さ を 体験し た。 さ ら に植物を 詳し く 知り たいと

考え、同氏を 慕う 社会人を 中心と し た「 シロダモ会」 が結成さ れ、

こ れは現在も 活動が続けら れている 。 また、 研究室においても 植

物に興味のある学生が学部を 越えて集まり 、 島根県の植物の解明

に貢献する こ と と なっ た。

　 さ ら に杦村の発案により 島根県でも 植物を 研究する 集まり を 作

ろ う と なり 、 2 0 0 3 年に「 島根植物研究会」 が発足し た。 こ れは

植物観察会と と も に地元の植物の状況を 発表する 場を 作り たいと

し て会報を 発行する こ と と なっ た。 こ の会報を 通じ て、 地元での

植物研究がさ ら に活発になっ た。

　 特記する 事柄と し て、 杦村による 県下の貴重な植物の発見の経

緯や分布状況などの報告があり 、 植物研究上貴重な史料と なっ て

いる 。 さ ら に、 研究会発足以前の2 0 0 0 年から 益田市を 中心にシ

ダ植物を 観察し ていた篠原良夫と 澤江　 宏の報告も 特筆さ れる。

二人は益田市のシダ植物調査を1 週間に1 回行う こ と を 決め、 調

査し て いる（ 2 0 0 9 年の1 7 回目の報告に通算3 9 6 回と の記述が

ある ）。 こ れによ っ て「 益田市に自生する シダ植物調査の中間報

告(1 )ー(2 1 )」（ 2 0 0 3 ー2 0 1 2 ） を 報告し て いる 。 こ の調査の中

でホウラ イ ヒ メ ワラ ビ 、 テツ ホシダの新産地、 フ ク ロ シダ等貴重

な植物を 多数発見し ている 。 さ ら に柴田一樹によ るク ロ イ チゴや

メ ヤブソ テツ 等の発見をはじ めと する 県内の各植物の報告、 廣江

伸作による安来市を中心と し た植物相調査でのヒ メ シロアサザ、 ミ
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ズネコ ノ オ等の発見、 津島辰雄によるイヌド ウナ、 ツルツゲ、 ゲン

カイツツジ等の発見、 山田　 明のホザキノ ヤド リ ギの発見、 柳浦正

夫による各地のシダ植物や県下での水草の状況などの報告がある。

　 こ の島根植物研究会の会報によ っ て県下の植物研究は大幅に進

展し たと 言える のではな いかと 思われる 。 近年発表者が少なく

なっ ている が、 現在県下の植物を 精力的に調査し ている 澤田達也

の入会によ っ て息を 吹き 返し ている 。 地元の身近な植物の状況な

どを発表する手段と し て絶対に途切れさ せてはいけないと いう 意

識をも っ て続けていると こ ろ である 。

　 さ ら にこ の時期では、 國井秀伸によ る県東部のため池や宍道湖

などの湖沼の水草の調査などが特記さ れる 。

前回のR D B 改訂後（ 2 0 1 3 よ り ）

　 平成2 6 年（ 2 0 1 4 ） 1 0 月2 1 日に植物研究や植物観察を 指導さ

れてき た杦村喜則氏が逝去さ れた。 こ れによ り 植物研究の精神的

支柱を 無く し てし まっ たが、 県下植物の詳細な記録も 失われてし

まっ たと いう こ と にも なっ た。

　 し かし 、 引き 続いて植物研究は継続さ れている 。 例えば、「 三

瓶自然館研究報告」 に関わる 井上雅仁は草地・ 湿地研究の他、 三

瓶自然館の標本管理や研究助成で県下の植物研究に多大な貢献を

し ている 。 また「 ホシザキグリ ーン 財団研究報告」 に関わる 三浦

憲人は染色体研究の他、 辻井要介と と も にオニバス、 佐藤仁志と

と も にイ ズモコ バイ モ研究・ 保護に尽力し ている。 さ ら に野津貴

章は「 松江の花図鑑」 と いう H Pを 立ち 上げ、植物の各形態をアッ

プで掲載し 、 詳細な解説を 加えており 、 全国的に非常に評価の高

い植物紹介コ ン テン ツ と なっ ている。「 松江市史史料編１ 自然環

境」（ 2 0 1 9 ） でも シダ類以外のすべての植物写真や松江市植物

目録（ シダ植物を 除く 維管束植物） の市内の各町での文献以外の

情報はほと んど野津によ る も のである 。

　 こ れも 以前から 隠岐植物の調査を 継続し ているが、 丹後亜興は

H Pを 利用し て、 隠岐の植物を 紹介し 、「 隠岐の文化財」 と いう

郷土刊行誌にハマボウやヒ モカ ズラ など、 発見し た貴重な植物を

紹介し ている。

改訂R D B にあたっ て

　 今回のRDBの掲載種の選定ではこ れまでの文献を 通し て減少し

ていると 考えら れるも のや、 現状では確認できないが以前は生育し

たのではないかと 考えら れるも の等はっ きり 判断できないも のも す

べて俎上に載せて今後の検討に資するよう にし た。 そのため前回に

比べて大幅な増加と なっ たが、 こ れで憂慮すべき 種のすべてが掲

載できたと 考えているわけではない。 ただ、 こ れにより 減少し てい

る種がと ても 多いこ と を認識し ても ら い、 さ ら に各種の保存を具体

的に考えても らう きっ かけになるのではないかと 考えている。

　 今、 自然保護の意識は高まっ ている が、 急速に自然環境が変化

し 、以前は普通に見ら れた動植物が見ら れなく なっ ている 状況に、

はどめは全く かかっ ていない。 特にため池の植物などは顕著であ

るし 、 遷移によ る 林床植物の絶滅、 生育が拡大し ている シカ によ

る植生の破壊など憂慮すべき 事象ばかり である 。

　 植物であればきれいな花の咲く 種だけではなく 、 目立たない、 ま

た人知れず絶滅に向かっ ている 種に対し ても 積極的に、 環境を 含

めての保全を進めていけるよう にし ていきたい。 そのための現状の

調査にと どまら ず、 積極的な保全にも 貢献できればと 考えている。

　 以下に長年島根県の植物を 見続けて き た杦村喜則によ る 前回

RDBでの「 植物相の概要」 における 思いも 取上げておき たい。

　「 植物相の概要」 で記載さ れている 種類の多く は改訂版種選定

カ テゴリ ーの定義に従い、 絶滅が心配さ れる種と し て選定さ れて

いる が、 こ れら の植物種はも と も と 、 生育する 場所が限ら れてい

て、 生育地の範囲、 面積が小さ い場合のも のである 。 し かし 、 こ

こ に取り 上げら れた植物の中には、 過去においては生育地が広い

範囲にあっ て、 当時では絶滅が心配さ れる 状態でも なかっ たも の

が、 何ら かの原因によ っ て現在では存続が危惧さ れる状態と なっ

たと 考えら れる 種も ある 。 本文解説中の選定理由に多く が「 ……

生育地が限ら れ……」 と 記述さ れていて、 現在に至る状況は記述

さ れていないが、 その植物の分布上でのも と も と 限ら れている場

合と 何ら かの原因によ り 生育地が限ら れてき た場合も ある 。

　 昭和3 0 年代において植物に対し ての直接ある いは間接的な干

渉の結果と し て、 植物の種類によ っ ては生育地や個体群の激減、

消滅が気付かれる よ う になっ た。 化石燃料が有効に利用さ れて、

薪炭が不用と なり 林地が放置さ れるこ と により 、 特に林縁草地な

どの草原状地の植物、 オキナグサ、 ムラ サキセン ブリ 、 ヒ ゴタ イ 、

マツ ムシソ ウ、 フ ク シマシャ ジン、 リ ン ド ウ、 キキョ ウ、 オミ ナ

エシ、 セン ブリ などが激減し てき た。 また、 機械化によ り 、 牛馬

飼育のための草刈り は不用と なり 、 同様に草原性植物が激減し て

き た。 一方、 各種土木工事は機械によ る 効率化から 農地での区画

整理などによ り 水田周辺の水湿地の植物がかなり 影響を 受け、 県

内ではサン ベサワアザミ 、 イ ヌ セン ブリ 、 ト モエソ ウ、 カ キラ ン

などの植物が激減し 、 生育地が消滅し た場も 多い。 水田に関し て

は除草剤の開発、使用により 水田雑草はほと んど絶滅状態である 。

山間の水田などでは僅かに水田周囲の水湿地に残さ れていたスブ

タ 類、 ホシク サ類など、 減反政策によ り 一時的に息を 吹き 返し た

よ う にも 思われたが、 水田周囲が樹林化する こ と によ り 、 絶滅寸

前であり 、 県内全域での現状がつかみにく い。 また、 溜池や用水

路においても 同様にこ の時期に多く の水生植物が激減、 消滅し た

生育地が多い。 特に里山の溜池では、 除草剤や生活廃水の流入も

考えら れない池においても 水生植物が全滅し てし まっ た池が多く

存在し ている 。 　 　

植物分布の概要

　 島根県は本州の西端域に位置し 、 東西2 0 0 k mにおよぶ海岸線、

本土から 4 0 k m北方に位置する 隠岐諸島、 汽水湖である 宍道湖・

中海、 海抜1 ,0 0 0 ～1 ,3 0 0 m程の中国山地脊梁部と 多様な 環境

を も っ ている 。 年平均気温は海岸域で1 4 ～1 5 ℃、 中国山地域で

1 0 ～1 1 ℃前後で、 冬山地には根雪も 見ら れる 。

　 特徴ある 植物を各項目にわけて記述する 。

南方から 続く 種

　 海岸部に生育する 種は海岸線で北上し て生育し ている 場合も あ

る が、 内陸部で特に谷部に生育する種は瀬戸内海から 中国山地の

谷部などの低地を越えて分布し ている のではと 考えら れる 種も あ

る 。 こ れには分けにく いが南方系の種と 分布の中心が太平洋側で

ある 種が考えら れる 。

　 こ こ にあげら れる 種は、 従来、 太平洋岸での分布のみが図鑑等

に記述さ れていたが、 日本海側での分布についても 重要である。

特に長い海岸線をも ち 、 さ ら に本土から 離れ、 石川県と 同緯度の

隠岐を も つ島根県での分布情況は非常に重要である と 考える 。

⑴ 西部までの分布

　 ホウラ イ ヒ メ ワラ ビ 、 オニマメ ヅタ 、 シマサルナシ、 イ ガク サ、

オオカ グマ、 ト キワススキ、 タ イ ミ ン タ チバナ、 コ バン モチ、 ク
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スド イ ゲ、カ ン コ ノ キ、ホウロ ク イ チゴ、シイ モチ、ジュ ズネノ キ、

ボタ ン ボウフ ウ、 ミ ゾシダモド キ、 ツ ルホラ ゴケ、 ヌ カ イ タ チシ

ダモド キ、 ク ルマシダ、 イ ワタ バコ 、 ツク シイ ワヘゴ、 ハルト ラ

ノ オ、 ヒ ナノ カ ン ザシ、 ナガバノ ヤノ ネグサ、 オオバヌ スビト ハ

ギ、 ツ ク シク ロ イ ヌ ノ ヒ ゲ、 ツク シヤブソ テツ 、 ミ ヤコ イ ヌ ワラ

ビ 、 シロ モジ、 サン ヨ ウアオイ 、 ヘラ ノ キ、 アオカ モメ ヅル等

⑵ 中部まで分布

　 カ ギカ ズラ 、 ウド カ ズラ 、 ナナミ ノ キ、 フ タ バアオイ 、 シモバ

シラ 、 ヒ メ ナベワリ 、 タ キキビ等

⑶ 東部まで分布

　 ツク シイ ヌ ワラ ビ 、 サカ キカ ズラ 、 オオバヤド リ ギ、 イ ズセン

リ ョ ウ、 フ ウト ウカ ズラ 、 イ スノ キ、 アン ペラ イ 、 ホソ バワダン 、

キミ ズ、 ミ ソ ナオシ、 ソ ナレ ムグラ 、 マテバシイ 、 ノ シラ ン 、 ミ

ヤマミ ズ、 コ ケミ ズ、 アオイ ゴ ケ、 アマク サシダ、 イ シカ グマ、

カ ツモウイ ノ デ、 タ カ サゴキジノ オ、 ヤマホウズキ、 ナガサキシ

ダ、 ホウビ シダ等

⑷ 隠岐まで分布

　 ハマビ ワ、 ナチシダ、 テツ ホシダ、 マシカ ク イ 、 バリ バリ ノ キ、

ヒ ゲスゲ、 ハマナデシコ 、 シシン ラ ン 、 ナゴラ ン 、 マヤラ ン、 テ

ツ ホシダ、 ヒ モラ ン 、 アオネカ ズラ 、 ナンカ イ イ タ チシダ、 ヌ カ

ボシク リ ハラ ン 、 イ ワタ イ ゲキ、 ホウラ イ カ ズラ 、 シシキリ ガヤ、

ダンチク 、 ハマボウ、 マメ ヅタ ラ ン 、 ムギラ ン、 オオバヤド リ ギ、

コ ケミ ズ等

大陸と 関連の深い種。

　 県内に分布する 植物の内、 東北地方、 北海道などの北方から 分

布が続く 植物や、 朝鮮半島から 中国大陸から 分布が続く 植物も 知

ら れている。 さ ら に北方から 続く 種の中には多雪地帯の日本海側に

分布の中心のある種も ある。 それら は残存種と し て中国山地の脊

梁部や湖沼などに生育するも のや、 山地や丘陵部に北方から 連続

し て生育するも の、 また、 海岸部に生育するも のなど様々である。

⑴ 北方・ 寒地系の植物

　 ハマハコ ベ、 マルバウマノ スズク サ、 ハチジョ ウナ、 エゾオオ

バコ 、 ハイ ネズ、 ハマベン ケイ ソ ウ、 ハマナス、 オオク グ、 オオ

エゾデン ダ、 マン シュ ウハシド イ 、 エゾノ ヨ ロ イ グサ、 ニッ コ ウ

キスゲ、 キンコ ウカ 、 ホソ バノ アマナ、 ミ ヤマベニシダ、 シノ ブ

カ グマ、シラ ネワラ ビ 、ヤマド リ ゼン マイ 、ミ ツ ガシワ、サギスゲ、

リ ュ ウキン カ 、 サン カ ヨ ウ、 ツ ルネコ ノ メ ソ ウ、 アイ ズシモツケ、

イ ヌ ド ウナ、 ツルツ ゲ、 オオマルバノ ホロ シ、 ハイ ハマボッ ス等

⑵ 朝鮮半島から 中国大陸に分布が続く 植物

　 ダルマギク 、 チョ ウジガマズミ 、 ヤナギイ ボタ 、 オニヒ ョ ウタ

ン ボク 、 タ ケシマシシウド 、 モク ゲン ジ、 ホソ バママコ ナ、 ク ル

マバアカ ネ、 ヒ ゴタ イ 、 ミ ツ バイ ワガサ、 ザリ コ ミ 、 ホク チアザ

ミ 、 ヨ ロ イ グサ、 ホザキノ ヤド リ ギ、 チョ ウジソ ウ、 スジヌ ハハ

リ イ 、 ク サタ チバナ、 ゲン カ イ ツ ツジ、 シロヤマブキ、 イ ワウメ

ヅル、 ヒ ョ ウタ ン ボク 等

⑶ 日本海側に特有な分布の植物群

　 オオバク ロ モジ、 オニシモツ ケ、 ク ロ バナヒ キオコ シ、 サンイ

ン ヒ キオコ シ、 タ ニウツギ、 カ ンボク 、 サンイ ン ク ワガタ 、 デワ

ノ タ ツナミ ソ ウ、 ミ ヤマキケマン、 ナガハシスミ レ 、 ト キワイ カ

リ ソ ウ、 ヒ メ モチ、 カ ラ スシキミ 、 エゾユズリ ハ、 ハイ イ ヌ ガヤ、

チャ ボガヤ、 ハイ イ ヌ ツ ゲ、 ボタ ン ネコ ノ メ 、 ホク リ ク ネコ ノ メ 、

ツ ルシキミ 、 サン イ ン シロ カ ネソ ウ、 ホナガク マヤナギ、 アラ ゲ

ナツ ハゼ、 イ ワナシ、 ハマベノ ギク 、 ユキグニミ ツ バツ ツ ジ等。

固有種

⑴ 中国地方を中心に種分化

　 ダイ セン ヒ ョ ウタ ン ボク 、 ダイ セン ミ ツ バツ ツ ジ、 ダイ センス

ゲ、 ダイ セン オト ギリ 、 アラ ゲナツハゼ、 キシツ ツ ジ、 ヒ メ ヤマ

ツ ツ ジ、 ト ゲナシアザミ （ イ ズモアザミ ）、 ゲイ ホク アザミ 、 ナ

ガト アザミ 、 サン ベサワアザミ 、 サン イ ン ギク （ シマカ ン ギク 6

倍体）、 ナツ アサド リ 、 ト ウテイ ラ ン、 ヘイ ケイ ヌ ワラ ビ

⑵ 島根県固有種

オキタ ンポポ、 オキノ アブラ ギク 、 オキシャ ク ナゲ、 オキノ アザ

ミ 、 オオメ ノ マンネン グサ、 オッ タ チカ ン ギク 、 サンイ ン ト ラ ノ

オ、 イ ズモコ バイ モ、 ト ウテイ ラ ン（ 分布中心）

その他

　 襲速紀植物と さ れる種と し てギンバイソ ウ、 キレンゲショ ウマ、

オオマルバノ テンニンソ ウ、シロモジなどの生育地も 知ら れている。

　 また、 イ ワギリ ソ ウやオオダイ ト ウヒ レ ンなど点々と 隔離分布

する 種や、 オナモミ やアサザ、 オニバス、 オグラ ノ フ サモなど全

国的に減少が著し い種なども ある 。 こ れは各種解説に状況を 記載

し ている。

　 　（ 柳浦正夫・ 杦村喜則）

維管束植物掲載種一覧 計6 1 2 種

絶滅（ E X ）
↑デン ジソ ウ ↑ク モノ スシダ ○マルバオモダカ

○ヒ メ ユリ ・ ハマビ シ ○ヒ ロ ハネム

○ヒ メ ビ シ ○オニビ シ ○イ シモチソ ウ

○サク ラ ソ ウ 計1 0 種

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）
・ スギラ ン ・ マンネン スギ ・ ヒ モラ ン

○ヒ モカ ズラ ↑ミ ズニラ ・ オオバシナミ ズニラ

・ イ ヌ スギナ ○ナガボノ ナツ ノ ハナワラ ビ ◇ハマハナヤスリ

・ マツ バラ ン ・ ツ ルホラ ゴケ ○ヒ メ コ ケシノ ブ

・ アカ ウキク サ ・ タ カ サゴキジノ オ ・ フ ジシダ

・ タ キミ シダ ・ ハコ ネシダ ・ アマク サシダ

◇ナカ ミ シシラ ン ・ イ ワト ラ ノ オ ・ ホソ バショ リ マ

・ ヒ メ ハシゴシダ ・ ミ ゾシダモド キ ・ フ ク ロ シダ
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・ ヘイ ケイ ヌ ワラ ビ ・ カ ツモウイ ノ デ ○メ ヤブソ テツ

・ イ ズヤブソ テツ ・ ツ ク シヤブソ テツ ○タ カ サゴシダ

・ ホウラ イ ヒ メ ワラ ビ ・ ナガサキシダ ・ ク ラ ガリ シダ

○オニマメ ヅタ ・ ホテイ シダ ・ ヌ カ ボシク リ ハラ ン

・ オオエゾデン ダ ・ イ ワオモダカ ・ オニバス

・ マルバウマノ スズク サ ・ ウスバサイ シン ・ オオヤマレ ン ゲ

○マイ ヅルテン ナンショ ウ ○ヒ メ ザゼン ソ ウ ・ ハナゼキショ ウ

○イ ワショ ウブ ・ アギナシ ○マルミ スブタ

↑ト チカ ガミ ↑オヒ ルムシロ ・ キン コ ウカ

・ ヒ ナノ シャ ク ジョ ウ ・ ホンゴウソ ウ ・ バイ ケイ ソ ウ

○マルバサン キラ イ ・ ホソ バナコ バイ モ ・ イ ズモコ バイ モ

・ ホソ バノ アマナ ・ マメ ヅタ ラ ン ・ ムギラ ン

・ キエビ ネ ・ キンセイ ラ ン ・ サルメ ン エビ ネ

・ ユウシュ ン ラ ン ・ マヤラ ン ・ ク マガイ ソ ウ

○タ シロ ラ ン ・ フ ガク スズムシソ ウ ・ ジガバチソ ウ

○アオフ タ バラ ン ○ヤク シマヒ メ アリ ド オシラ ン ・ サギソ ウ

・ ミ ズチド リ ・ イ イ ヌ マムカ ゴ ○ヤマサギソ ウ

・ コ バノ ト ン ボソ ウ ・ ト キソ ウ ・ ウチョ ウラ ン

・ カ シノ キラ ン ・ マツラ ン ・ ナゴラ ン

・ ク モラ ン ・ カ ヤラ ン ・ ショ ウキラ ン

○カ キツ バタ ○アヤメ ○ヒ オウギアヤメ

・ ユウスゲ（ キスゲ） ・ ゼンテイ カ （ ニッ コ ウキスゲ） ・ オオミ ク リ

・ ツ ク シク ロ イ ヌ ノ ヒ ゲ ・ スジヌ マハリ イ ○チャ ボイ

・ サギスゲ ↑ネビキグサ（ アン ペラ イ ） ・ ノ グサ

○イ ワタ ケソ ウ ○エゾキケマン ・ サン カ ヨ ウ

・ ミ チノ ク フ ク ジュ ソ ウ ↑ニリ ン ソ ウ ○キク ザキイ チゲ

○カ ザグルマ ・ ミ スミ ソ ウ ・ ヒ メ バイ カ モ

・ バイ カ モ ・ ベニバナヤマシャ ク ヤク ・ ツルネコ ノ メ ソ ウ

↑ヤシャ ビシャ ク ・ ザリ コ ミ ↑アオベン ケイ

・ ウド カ ズラ ・ ハマナタ マメ ・ タ ヌ キマメ

・ ミ ソ ナオシ ・ オオバヌ スビ ト ハギ ・ サイ カ チ

・ ヒ ナノ カ ン ザシ ・ ナツアサド リ ・ ホナガク マヤナギ

・ ヨ コ グラ ノ キ ・ アイ ズシモツ ケ ・ ヒ ロ ハノ カ ワラ サイ コ

○シウリ ザク ラ ↑シロヤマブキ ・ ハマナス

・ サナギイ チゴ ・ ホウロ ク イ チゴ ・ コ ジキイ チゴ

・ イ ワウメ ヅル ↑ダイ セン キスミ レ ○サク ラ スミ レ

○コ ミ ヤマスミ レ ○ホソ バシロ スミ レ ・ ダイ セン オト ギリ

○コ フ ウロ ・ テツカ エデ ・ ハマボウ

↑コ ガン ピ ・ キガン ピ ・ ハマサジ

↑オオヤマフ スマ ↑ワチガイ ソ ウ ・ キレ ン ゲショ ウマ

・ ハイ ハマボッ ス ・ シマサルナシ ○マルバノ イ チヤク ソ ウ

↑サラ サド ウダン ↑ベニド ウダン ・ イ ワナシ

◇シャ ク ジョ ウソ ウ ○ウラ ジロ ハナヒ リ ノ キ ○ヒ メ ヤマツツ ジ

・ ジュ ズネノ キ ○ク チナシ ・ ムラ サキセン ブリ

・ イ ヌ センブリ ・ チョ ウジソ ウ ・ ク サタ チバナ

○アオカ モメ ヅル ・ フ ナバラ ソ ウ ○タ チカ モメ ヅル

○マメ ダオシ ◇アオホオズキ ・ ヤマホロ シ

・ ハマベンケイ ソ ウ ・ イ ワタ バコ ・ シシン ラ ン

・ イ ワギリ ソ ウ ・ サンイ ン ト ラ ノ オ ・ ミ ヤマク ワガタ（ ダイ セン ク ワガタ ）

○オオヒ ナノ ウスツボ ・ カ イ ジン ド ウ ↑オウギカ ズラ

○コ ムラ サキ ○フ ト ボナギナタ コ ウジュ ・ シモバシラ

◇キセワタ ・ シロバナヤマジソ ○キュ ウシュ ウコ ゴメ グサ

○ヤマウツボ ↑ノ タ ヌ キモ ・ ナナミ ノ キ

・ ミ ヤマウメ モド キ ○シデシャ ジン ↑モリ アザミ
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◇バアソ ブ ・ キキョ ウ ↑ミ ツ ガシワ

・ アサザ ○カ ワラ ハハコ ・ チョ ウジギク

◇ムラ ク モアザミ ・ ヒ ゴタ イ ・ ヤナギタ ンポポ

・ スイ ラ ン ○メ タ カ ラ コ ウ ○イ ヌ ド ウナ

◇ミ ヤコ アザミ ○ヒ メ ヒ ゴタ イ ・ キク アザミ

・ オオダイ ト ウヒ レ ン ○ハンゴン ソ ウ ・ オカ オグルマ

・ ハチジョ ウナ ・ キビシロ タ ン ポポ ○ト ウカ イ タ ン ポポ

○コ ウリ ンカ ○ウラ ギク ○ケヤマウコ ギ

・ ウラ ジロウコ ギ ・ エゾノ ヨ ロ イ グサ ・ ヨ ロ イ グサ

・ アマニュ ウ ・ タ ケシマシシウド ↑ボタ ン ボウフ ウ

・ ムカ ゴニン ジン ・ ダイ セン ヒ ョ ウタ ン ボク ○マツ ムシソ ウ

・ ヤブウツギ 計2 2 0 種

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）
・ ヒ ロ ハハナヤスリ ○コ ケシノ ブ ↑オオアカ ウキク サ

↑ウスヒ メ ワラ ビ ・ テツホシダ ・ ツク シイ ヌ ワラ ビ

↑ムク ゲシケシダ ↑シノ ブカ グマ ○ミ ド リ カ ナワラ ビ

・ ツ ク シイ ワヘゴ ・ ツ ク シオオク ジャ ク ・ ヌ カ イ タ チシダモド キ

○アツ ギノ ヌ カ イ タ チシダマガイ ・ ミ ヤマク マワラ ビ ・ イ ワイ タ チシダ

・ ナン カ イ イ タ チシダ ↑シノ ブ ・ ヒ メ ノ キシノ ブ

・ サジラ ン ・ ビ ロウド シダ ○ヒ ノ キ

○ハイ ネズ ・ イ チイ ↑ジュ ン サイ

↑ヒ ツ ジグサ ・ フ タ バアオイ ○イ ズモサイ シン

・ タ イ リ ンアオイ ○コ ブシ ○オモゴウテン ナン ショ ウ

○ヒ ロ ハテン ナン ショ ウ ○セト ヤナギスブタ ↑ヤナギスブタ

○ヒ ロ ハト リ ゲモ（ サガミ ト リ ゲモ） ↓イ バラ モ ・ セキショ ウモ

○コ バノ ヒ ルムシロ ↑イ ト モ ・ リ ュ ウノ ヒ ゲモ

・ イ ト ク ズモ（ ミ カ ヅキイ ト モ） ・ カ ワツ ルモ ・ ヒ メ ナベワリ

・ カ タ ク リ ・ ヒ ナラ ン ・ エビ ネ

・ ナツ エビネ ・ ギンラ ン ・ キン ラ ン

○ササバギン ラ ン ・ ト ケン ラ ン ・ セッ コ ク

・ カ キラ ン ○オニノ ヤガラ ○ク ロ ヤツ シロ ラ ン

・ ベニシュ スラ ン ○ミ ズト ン ボ ○ホク リ ク ムヨ ウラ ン

○ムヨ ウラ ン ○ヒ メ フ タ バラ ン ↑ヨ ウラ ク ラ ン

○オオヤマサギソ ウ ・ ヤマト キソ ウ ○ヒ ト ツ ボク ロ

・ コ キン バイ ザサ ○ノ ハナショ ウブ ・ ヒ メ シャ ガ

○シロ ウマアサツ キ ・ ミ ズアオイ ・ ヒ メ ミ ク リ

・ オオホシク サ ○ヒ ロハノ オオタ マツ リ スゲ ○サン イ ン ヒ エスゲ

○ヒ メ スゲ ◇アブラ シバ ○ノ スゲ

○オニナルコ スゲ ・ マシカ ク イ ○オオイ ヌ ノ ハナヒ ゲ

○イ ガク サ ○コ シン ジュ ガヤ ○ヒ メ コ ヌ カ グサ

○ヒ ロ ハノ コ ヌ カ グサ ○イ ンヨ ウチク ・ ト ウササク サ

○イ ブキヌ カ ボ ○アイ アシ ○ルイ ヨ ウボタ ン

・ サン ヨ ウブシ ・ アズマイ チゲ ・ リ ュ ウキンカ

○タ カ ネハン ショ ウヅル ↑サンイ ン シロ カ ネソ ウ ・ オキナグサ

◇シマキツネノ ボタ ン ○オト コ ゼリ ○ミ ヤマカ ラ マツ

○チョ ウセン ヒ メ ツゲ ○ヤマシャ ク ヤク ○コ ガネネコ ノ メ ソ ウ

・ シラ ヒ ゲソ ウ ○ヤブサン ザシ ・ タ コ ノ アシ

・ オグラ ノ フ サモ ↑タ チモ ↑フ サモ

○アマヅル ○ケンポナシ ○ケケン ポナシ

・ ミ ヤコ ミ ズ ・ ミ ヤマミ ズ ○ク ロ イ チゴ

○オニシモツ ケ ○シモツ ケソ ウ ○ミ ツ モト ソ ウ

○イ ワキンバイ ・ キビナワシロ イ チゴ ○ユキヤナギ

○ハシバミ ○ウメ バチソ ウ ○ク ロ ヅル

↑イ ワタ イ ゲキ ・ カ ンコ ノ キ ↑バッ コ ヤナギ（ ヤマネコ ヤナギ）
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○ツ ルタ チツ ボスミ レ ○アカ ネスミ レ ○ヒ ナスミ レ

・ ト モエソ ウ ○イ ヨ フ ウロ ・ ビッ チュ ウフ ウロ

・ カ ジカ エデ ○カ ラ コ ギカ エデ ・ メ グスリ ノ キ

○ヒ ナウチワカ エデ ・ カ ラ スシキミ ○イ ワハタ ザオ

○シコ ク ハタ ザオ ○マルバコ ン ロ ンソ ウ ○オオユリ ワサビ

・ ホザキノ ヤド リ ギ ○マツグミ ・ ハルト ラ ノ オ

・ ナガバノ ヤノ ネグサ ○アオヒ メ タ デ ○サク ラ タ デ

○オオネバリ タ デ ○ネバリ タ デ ○ノ ダイ オウ

・ ハマナデシコ ○オオヤマハコ ベ ↑タ イ ミ ン タ チバナ

○オキシャ ク ナゲ ・ ホンシャ ク ナゲ ・ アラ ゲナツハゼ

○ミ ヤマムグラ ○オオハシカ グサ ○ヤマト グサ

・ カ ギカ ズラ ○リ ンド ウ ↑ホウラ イ カ ズラ

○アイ ナエ ・ サカ キカ ズラ ・ サワルリ ソ ウ

○サイ ゴク イ ボタ ・ ハシド イ ↑イ ヌ ノ フ グリ

○ナン ゴク ク ガイ ソ ウ ・ ゴマノ ハグサ ・ サン イ ン ク ワガタ

○ジャ コ ウソ ウ ○サンイ ン ヒ キオコ シ ○オカ タ ツ ナミ ソ ウ

・ コ ナミ キ ○ツ ク シタ ツ ナミ ソ ウ ○シソ バタ ツナミ

・ ホソ バママコ ナ ○ハマウツ ボ ○シオガマギク

○ヒ キヨ モギ ・ タ ヌ キモ ・ ミ ミ カ キグサ

○ヒ メ タ ヌ キモ ・ ムラ サキミ ミ カ キグサ ○スズムシバナ

・ カ リ ガネソ ウ ○ク マツ ヅラ ・ シイ モチ

○タ マミ ズキ ○ツ ルツ ゲ ・ フ ク シマシャ ジン

・ ヒ ッ ツ キアザミ ・ サンベサワアザミ ・ サワギキョ ウ

・ カ シワバハグマ ・ ク シバタ ン ポポ ↓ヒ メ シロ アサザ

○ヌ マダイ コ ン ○ホソ バノ ヤマハハコ ○ミ ヤマヤブタ バコ

・ テリ ハアザミ （ タ イ シャ ク アザミ ） ・ オオモミ ジガサ ○ウスゲタ マブキ

↑ナガバノ コ ウヤボウキ ○アオヤギバナ ○オナモミ

○ハナビ ゼリ ・ ホタ ルサイ コ ○ド ク ゼリ

○セリ モド キ ・ サケバゼリ ○カ ワラ ボウフ ウ

・ ヤマヒ ョ ウタ ン ボク ・ ヒ ョ ウタ ン ボク ↑オニヒ ョ ウタ ン ボク

・ カ ン ボク 計2 1 4 種

準絶滅危惧（ N T ）
・ ミ ズスギ ・ ナツノ ハナワラ ビ ◇コ ヒ ロ ハハナヤスリ

↓ヤシャ ゼン マイ ↓ウチワゴケ ・ イ シカ グマ

・ オオフ ジシダ ・ シシラ ン ・ ホウビ シダ

・ コ バノ ヒ ノ キシダ ・ ク ルマシダ ・ オオカ グマ

・ ミ ヤコ イ ヌ ワラ ビ ・ ハコ ネシケチシダ ○シラ ネワラ ビ

・ ハチジョ ウベニシダ ○ギフ ベニシダ ○ミ ヤマベニシダ

○タ ニヘゴ ・ ヒ メ サジラ ン ・ カ ラ ク サシダ

・ アオネカ ズラ ○ヒ メ コ マツ ○ク ロ ベ

・ カ ヤ ・ コ ウホネ ・ ハン ゲショ ウ

・ サン ヨ ウアオイ ・ シロモジ ・ バリ バリ ノ キ

○ウラ シマソ ウ ・ スブタ ↓イ ト ト リ ゲモ

◇ト リ ゲモ ・ オオト リ ゲモ ○ササバモ

○ジン バイ ソ ウ ・ フ ウラ ン ○ヒ オウギ

○ノ カ ン ゾウ ○オオキツ ネノ カ ミ ソ リ ○マイ ヅルソ ウ

・ ミ ク リ ・ ヤマト ミ ク リ ・ ナガエミ ク リ

・ サツ マスゲ ・ キノ ク ニスゲ ・ オオク グ

・ ヒ ト モト ススキ（ シシキリ ガヤ） ・ タ キキビ ・ ウキシバ

○ジロ ボウエン ゴサク ・ ユキワリ イ チゲ ・ コ ウヤミ ズキ

・ イ スノ キ ・ ミ ツバベン ケイ ソ ウ ・ ツメ レ ン ゲ

・ オオメ ノ マン ネングサ ○コ バノ チョ ウセン エノ キ ○オヒ ョ ウ

○ツ ルマオ ・ キミ ズ ・ コ ケミ ズ

◇コ ゴメ ウツ ギ ○ヒ メ ヘビ イ チゴ ・ オオヤマザク ラ（ エゾヤマザク ラ ）
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○エド ヒ ガン ○カ ジイ チゴ ・ ナン キン ナナカ マド

・ シモツ ケ ・ サク ラ バハン ノ キ ○サワシバ

・ コ バン モチ ○ヒ ゴスミ レ ○エイ ザン スミ レ

○ニオイ タ チツ ボスミ レ ○シコ ク スミ レ ○アサノ ハカ エデ

・ モク ゲンジ ○フ ユザン ショ ウ ・ ヘラ ノ キ

○コ ショ ウノ キ ○ミ ズタ ガラ シ ○オオバヤド リ ギ

・ マダイ オウ ○モウセン ゴケ ○ナン バン ハコ ベ

○ヒ メ ウツギ ○リ ュ ウキュ ウマメ ガキ ・ ク ロ バイ

○サワフ タ ギ ○ウメ ガサソ ウ ・ レ ン ゲツ ツジ

・ ゲン カ イ ツ ツ ジ ○ク ルマバソ ウ ○ソ ナレ ムグラ

・ イ ナモリ ソ ウ ○ク ルマバアカ ネ ○オオカ モメ ヅル

○ツ ルガシワ ・ スズサイ コ ・ アオイ ゴケ

○ヤマホオズキ ○イ ガホオズキ ○ハシリ ド コ ロ

○ハダカ ホオズキ ・ ホタ ルカ ズラ ○オニルリ ソ ウ

○シオジ ・ ヤナギイ ボタ ○ヒ イ ラ ギ

○マルバノ サワト ウガラ シ ○スズメ ハコ ベ（ スズメ ノ ハコ ベ） ・ カ ワヂシャ

・ ト ウテイ ラ ン ○ムシク サ ○ヒ キオコ シ

・ イ ヌ タ ヌ キモ ○ハグロ ソ ウ ↓ヤマザト タ ン ポポ

・ ガガブタ ・ ヒ ロハヤマヨ モギ ○イ ナカ ギク （ ヤマシロ ギク ）

・ ダルマギク ○サンイ ン ギク ・ オッ タ チカ ン ギク

・ ハマベノ ギク ○オタ カ ラ コ ウ ○ハン カ イ ソ ウ

○ニシノ ヤマタ イ ミ ン ガサ ○ヤマタ イ ミ ン ガサ ○ホク チアザミ

○オキタ ンポポ ○ハマボウフ ウ ・ チョ ウジガマズミ

○オオツ ク バネウツギ ・ ナベナ ・ ハマニン ド ウ

・ カ ノ コ ソ ウ 計1 3 9 種

情報不足（ D D ）
◆アスヒ カ ズラ ○ツ ルデン ダ ○ヒ ルムシロ

○セン ニンモ ○ヒ ロハノ エビ モ ○ツリ シュ スラ ン

○ギボウシラ ン ○スズムシソ ウ ○ニラ バラ ン

○ト ン ボソ ウ ○ヒ メ ニラ ○ヒ メ イ ズイ

○ホシク サ ○コ ウボウ ○ク サボタ ン

○イ ワボタ ン ・ オオバク サフ ジ ○ク スド イ ゲ

○マルバスミ レ ○ミ ヤマツ チト リ モチ ○ヤナギイ ノ コ ヅチ

○シラ タ マノ キ ○コ バノ カ モメ ヅル ・ オオマルバノ ホロ シ

○ヒ ヨ ク ソ ウ ○ハマク サギ ○ホザキノ ミ ミ カ キグサ

・ イ ト タ ヌ キモ ○ハバヤマボク チ 計2 9 種

【 記号説明】

・ ： カ テゴリ ー区分変更なし の種（ 3 0 1 種）

↑： 上位のカ テゴリ ー区分への変更種（ 4 1 種）

↓： 下位のカ テゴリ ー区分への変更種（ 6 種）

○： 新規掲載種（ 2 5 0 種）

◇： 情報不足から の変更種（ 1 3 種）

◆： 情報不足への変更種（ 1 種）

【 掲載順の準拠文献等】

　 海老原淳（ 2 0 1 6 ） 日本産シダ植物標準図鑑Ⅰ． 学研プラ ス

　 海老原淳（ 2 0 1 7 ） 日本産シダ植物標準図鑑Ⅱ． 学研プラ ス

　 大橋広好ほか編（ 2 0 1 6 ） 日本の野生植物１ .平凡社

　 大橋広好ほか編（ 2 0 1 6 ） 日本の野生植物２ .平凡社

　 大橋広好ほか編（ 2 0 1 7 ） 日本の野生植物３ .平凡社

　 大橋広好ほか編（ 2 0 1 5 ） 日本の野生植物４ .平凡社

　 大橋広好ほか編（ 2 0 1 7 ） 日本の野生植物５ .平凡社
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選定理由

　 全国的に希少であり 、 県内では以前は生息し ていたが、 現在確認でき

ない状況と なっ ている。

概　 　 要

　 夏緑性で根茎は細く 伸び、 葉柄は1 0 －1 5 cmで四葉のク ロ ーバーの

よう な小葉を も つ。 北海道・ 本州・ 四国・ 九州と 奄美大島の低地の水田

や池沼などに群生する。 国外ではヨ ーロッ パ・ イ ンド 北部から 東アジア

に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部や西部での生育が報告さ れているが、 いずれも 絶滅し ている。 隠

岐（ 島後） でも 1 9 8 0 年代までは見ら れたよ う だが、 近年確認でき てい

ない。

存続を脅かし た原因

　 除草剤散布､ 遷移。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 6 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅰ」 .4 7 5 pp . 株式会社学研プラ ス,東京
岩槻邦男（ 1 9 9 2 ）「 日本の野生植物シダ」 .3 1 1 pp .平凡社,東京
松江市立第四中学校理科ク ラ ブ（ 1 9 6 5 ） 松江市周辺の植物研究Ⅰ 水生植物の調査と 観察， ク ラ ブの記録： 第１ 集3 7 -4 4 　 松江市立第四中学校
宮本　 巌（ 1 9 6 3 ） 西部石見の高等植物目録， 島根県立益田高等学校高津川総合学術調査研究報告： 2 9 -4 9
杦村喜則（ 1 9 9 7 ） 島根のシダ植物相， ホシザキグリ ーン 財団研究報告1 ： 2 2 1 -2 3 2

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧（ N T ）撮影者（ 提供者）： 國井秀伸

絶滅（ E X ）

デンジソ ウ
デンジソ ウ科

M arsi lea  q u ad ri fo l ia  L.

野生絶滅
（ EW ）

野生絶滅
（ EW ）

絶滅
（ EX）

選定理由

　 県下では個体数が少なく 、 き わめてまれな生育が知ら れていた。

概　 　 要

　 常緑性の小型のシダで葉身は単葉で全縁、 先端が長く 伸び、 先端近く

に芽を出す。 北海道から 九州まで広く 分布し 、 山地の石灰岩上に生じ る

こ と が多いが、 安山岩などにも 生じ ると いう 。 国外では朝鮮半島・ 中国

東北部・ ソ ビ エト 東部に分布する 。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部の谷間の岩に少数が生育し ていた。 岩質は石灰岩以外のも のであ

る。 現在は樹木により 被陰さ れ、 確認でき なかっ た。

存続を脅かし た原因

　 遷移による被陰。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 6 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅰ」 .4 7 5 pp . 株式会社学研プラ ス,東京
岩槻邦男（ 1 9 9 2 ）「 日本の野生植物シダ」 .3 1 1 pp .平凡社,東京
中池敏之（ 1 9 9 2 ）「 新日本植物誌シダ篇」 .8 6 8 pp .至文堂,東京
杦村喜則（ 1 9 9 7 ） 島根のシダ植物相， ホシザキグリ ーン 財団研究報告1 ： 2 2 1 -2 3 2

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

－撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅（ E X ）

ク モノ スシダ
チャ センシダ科

Asp len iu m  ru p rech tii  Ku ra ta

情報不足
（ DD）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅
（ EX）
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選定理由

　 県下で は1 ヵ 所生育が確認さ れて いたが、 環境が変わり 見ら れな く

なっ た。

概　 　 要

　 湖沼やため池、 水田な ど に生育する 浮葉から 抽水性の1 年草。 葉柄

は長く 、 葉身は円心形～卵心形で長さ 5 －1 5 cm、 幅5 －1 0 cmと なる。

花茎を 水上に出し 、 花は紫色で、 各節から 2 －3 個の花序を つける。 北

海道から 九州まで分布し 、 国外ではユーラ シア・ アフ リ カ ・ オースト ラ

リ アなどの温帯～熱帯にかけて広く 分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 西部のため池で2 0 0 0 年代まで生育し ていたが、 ため池が使われなく

なっ て遷移が進み、 少なく と も 2 0 1 0 年代に入っ てから 生育が確認でき

ない状況になっ ている。

存続を脅かし た原因

　 遷移。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 5 ）「 改訂新版　 日本の野生植物１ 」 .3 9 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館
杦村喜則（ 2 0 0 6 ） 島根県の種子植物相（ 補遺） ,島根県立三瓶自然館研究報告(4 )： 4 1 -4 3 　 島根県立三瓶自然館
柳浦（ 2 0 0 3 ） マルバオモダカ を 島根県で発見． 島根植物研究会会報(3 )： 5 　 島根植物研究会

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅（ E X ）

マルバオモダカ
オモダカ 科

Cald esia  p a rn a ssii f o l ia  ( Bassi. ex L.)  Parl.

ー ー
絶滅

（ EX）

選定理由

　 県西部の山域での生育が確認さ れていたが、 その後県内では生育が確

認さ れていない。

概　 　 要

　 山地に生え る 多年草で、 茎は3 0 －8 0 cmで、 葉は線形で 多数つき 、

柄はない。 花は初夏、 朱赤色で上向き に咲く 。 国内では本州～九州。 朝

鮮半島・ 中国・ アムールに分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県西部の山地で生育し ていたと の報告がある が、 少なく と も 1 9 7 0 年

代にはすでに絶滅し ていたよう である 。

存続を脅かし た原因

　 遷移。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

宮本　 巖（ 1 9 7 8 ）「 摘み草手帳」 2 8 9 pp． 山陰中央新報社、 島根
大橋広好他（ 2 0 1 5 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅰ」 .3 9 1 pp . 株式会社平凡社,東京

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧ⅠB 類（ E N ）撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅（ E X ）

ヒ メ ユリ
ユリ 科

Lil iu m  co n co lo r Sa lisb .

ー ー
絶滅

（ EX）
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選定理由

　 県内で1 ヵ 所確認さ れていたが、 生育が確認でき ない状態になっ てい

るため。

概　 　 要

　 海岸の砂浜に生える一年草または越年草であっ て、 茎は根際から 分枝

し 、 さ ら に分枝し て地に這う 型の植物。 葉は３ －５ 対の小葉をも つ葉と

６ －7 対の小葉をも つ葉の２ 型があっ て対生する。花は夏から 秋に咲き 、

葉腋に径２ cmばかり の黄色５ 弁花を 着ける。 果実は1 0 本の太い刺と 多

く の刺状の毛がある。

　 国内では西日本の海岸に分布域があるも のの生育地はまれで、 暖地で

は海岸だけでなく 、 内陸の乾燥地にも 生えると さ れる 。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内では1 9 6 0 年代に出雲部の砂質海岸で生育地が知ら れていたが、

それ以降見ら れなく なり 、 絶滅し ている。 今回個人所蔵の標本が三瓶自

然館に収蔵さ れた。

存続を脅かし た原因

　 護岸改修。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

松江第四中学校理科ク ラ ブ（ 1 9 6 5 ） 島根半島の海岸植生調査Ⅰ 古浦海岸， ク ラ ブの記録　 第１ 集： 5 -1 2 　 松江市立第四中学校
大橋広好他（ 2 0 1 6 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅱ」 .3 8 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧ⅠB 類（ E N ）撮影者（ 提供者）： ー

絶滅（ E X ）

ハマビシ
ハマビシ科

Trib u lu s te rrestris L.

絶滅
（ EW ）

絶滅
（ EW ）

絶滅
（ EX）

選定理由

　 県下でまれな種と し て報告さ れたが、 現地では枯れてし まい生育が確

認でき ない。

概　 　 要

　 高さ 1 0 mになる 落葉高木で、 日当たり の良い荒原や林縁など に生育

する。 葉は互生し 、 7 －9 対の対生する羽片を つける。 羽片は楕円形で、

羽軸の上に溝があり 、 溝に沿っ た軟毛がある。 小葉は羽片に1 5 －3 0 対

あり 、 無柄、 狭卵状楕円形で鋭頭。 花は7 －8 月に1 0 －2 0 の花が集まっ

て頭状花序と なっ て集まり 、 それがさ ら に複円錐花序と なっ て枝頂にで

き る。 花冠は筒状で、雄蕊は中部まで合着し 、長さ 2 5 mm程度で突出し 、

赤紫色なのでよ く 目立つ。 花冠は萼の2 －2 .5 倍で、 裂片は卵形で長さ

1 2 mm、 萼裂片は三角形、 側生花は無柄、 豆果は広線形で、 長さ 1 0 －

1 5 mmと なる。 ネムノ キと 変種関係にある と さ れ、 ネムノ キの小葉が

羽片中部のも のが、 長さ 1 0 －1 7 mm、 幅4 －6 mmに対し 、 ヒ ロ ハネム

では長さ 1 5 －2 0 mm、 幅5 －7 mmと やや大き く なる と さ れる 。 分布と

し てはネムノ キが国内では本州･四国・ 九州・ 南西諸島に見ら れ、 台湾・

中国・ 朝鮮半島・ 東南アジアと 広く 分布するのに対し 、 ヒ ロハネムは九

州（ 熊本県天草・ 鍵島権甑島ほか） に分布すると さ れる 。

県内での生育地域・ 生育環境

　 杦村喜則が、 松江市の楽山公園で付近のネムノ キより 早く 葉を展開す

る個体が1 株ある こ と から 、 こ の標本を 元京都大学の村田源に送り 同定

さ れたも ので、 標本も 三瓶自然館にある。 し かし 、 現在は枯れており 、

こ れに該当する も のは確認でき ていない。

存続を脅かし た原因

　 被陰。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 6 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅱ」 .3 8 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 3 ） 島根植物分布資料(7 )ヒ ロ ハネムAlb iz ia  ju lib r iss in  Du ra zz . v a r . g la b r io r  (K o id z .) Oha sh i,， 島根植物研究会会報3 ： ６ 　 島根植物研究会　
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

N o  Im ag e
カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー
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ー

絶滅（ E X ）
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選定理由

　 以前は県内に生育し ていたが、 今は見ら れなく なっ ている。

概　 　 要

　 湖沼、 ため池、 河川に生育する 一年草。 浮葉は広卵状菱形で、 径１ ～

２ cm。 葉柄の基部は長楕円状に膨ら む。 また葉の上部の縁はあら い鋸

歯と な る。 花期は7 －1 0 月で白花と き に紅色を 帯びる。 堅果は倒三角

状で4 個のと げがある。 ヒ シやオニビシに比べ、 堅果の上部の幅が2 cm

程度と はるかに小さ いので区別でき る 。 北海道から 九州に分布し 、 国外

ではウスリ ー、 中国（ 東北部）、 朝鮮半島に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 1 9 5 0 年代に県東部の堀川に生育し ていたと の報告がある が、 それ以

降の生育は不明であり 、 現在生育が知ら れていると こ ろ はない。

存続を脅かし た原因

　 河川改修、 農薬散布、 ザリ ガニ等の採餌などによっ て絶滅し たのでは

ないかと 考えら れる。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 6 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅲ」 .3 3 8 pp . 株式会社平凡社
上田常一（ 1 9 6 0 ） 松江市堀川の生物（ 旧稿）． 山陰文化研究紀要．（ 1 ）： 1 -2 5

N o  Im ag e
カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

絶滅（ E X ）

ヒ メ ビシ
ミ ソ ハギ科

Trap a  in cisa  S iebo ld  et Zu cc.

ー ー
絶滅

（ EX）

選定理由

　 以前は県内に生育し ていたが、 今は見ら れなく なっ ている。

概　 　 要

　 湖沼、 ため池、 河川に生育する 一年草。 浮葉は三角状菱形で、 葉柄の

基部は太く 膨ら む。 また葉の上部の縁はあら い鋸歯と なる 。 花期は7 －

1 0 月で白花。 堅果は倒三角状で4 個のと げがあり 、 果実中央の突起の

基部が太い。 ヒ シに似るが一回り 大き く 、 葉柄や葉の裏面がし ばし ば赤

色を おびる 。 堅果も ヒ シに比べ大き く 、 堅果上部の幅は4 5 －7 5 mmに

なる。 本州から 九州に分布し 、 国外では東アジアに広く 分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 松江市の堀川では1 9 5 0 年代初期には広く 生育し ていたが、 1 9 6 0 年

代に入っ て清掃により ほと んど見ら れなっ たよう である。 また、 松江市

西尾町のため池で果実の殻が確認さ れているので、 こ こ も 以前は繁茂し

ていたこ と が伺える。 こ のよう に以前は県内に生育し ていたが、 今は見

ら れなく なっ ている。

存続を脅かし た原因

　 河川や湖沼の改修、 汽水化、 ザリ ガニ等の採餌などによ っ て絶滅し た

のではないかと 考えら れる。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）
●参考文献

小早川誠（ 2 0 0 9 ） 松江市内にてオニビシの果実を確認． 島根植物研究会会報． (1 6 )： 1 4 -1 5
大橋広好他（ 2 0 1 6 ）「 改訂新版　 日本の野生植物３ 」 .3 3 8 pp . 株式会社平凡社
上田常一（ 1 9 6 0 ） 松江市堀川の生物（ 旧稿）． 山陰文化研究紀要1 ： 1 -2 5
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島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

－撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅（ E X ）

オニビシ
ミ ソ ハギ科

Trap a  n a tan s L. va r. q u ad risp in o sa ( Roxb .) M akin o

ー ー
絶滅

（ EX）

維
管
束
植
物

絶
滅  

野
生
絶
滅

絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

絶
滅
危
惧
Ⅱ
類

準
絶
滅
危
惧

情
報
不
足

319319



選定理由

　 県西部で生育し ていたと いう 記録はあるが、 現在確認でき ない。

概　 　 要

　 酸性の湿地に生える 多年草。 地下に球状の塊茎があり 、 茎は高さ 1 0

－3 0 cmで根生葉は花期にはなく なる。 茎葉は互生し 葉柄は長く 、 葉身

は三日月形。 表面に長い腺毛がある。 花は5 －6 月に2 －1 0 花を 先端付

近につける。 花弁は白色広倒卵形で長さ 6 －8 mm。 朝咲いて、 午後に

は閉じ る。 国内では本州から 九州、 南西諸島に分布し 、 朝鮮半島・ 中国・

台湾に分布する 。

県内での生育地域・ 生育環境

　 松江市南部の低地のため池に生育し ていたが、 開発によ り 見ら れなく

なっ ている。

存続を脅かし た原因

　 開発。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅳ」 .3 4 8 pp . 株式会社平凡社,東京
丸山　 巖（ 1 9 8 2 ） イ シモチソ ウ， 島根県大百貨事典編集委員会・ 山陰中央新報社開発局編,島根県大百科事典上巻,山陰中央新報社　 8 3 p .
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧（ N T ）撮影者（ 提供者）： 青木充之

絶滅（ E X ）

イ シモチソ ウ
モウセンゴケ科

Dro sera  p e lta ta  Th un b . va r. n ip p o n ica  ( M asam .)  Ohw i

ー ー
絶滅

（ EX）

選定理由

　 県内に生育が知ら れていたが現在は確認でき ない状況と なっ ている。

概　 　 要

　 湿気の多い草原や林縁などにはえる多年草で、 葉に長い柄があり 、 葉

身は長卵形から 卵状長楕円形で長さ 1 0 cm 、 幅6 cmまで にな る 。 先は

鈍く 、 基部は浅い心形、 縁に浅い不ぞろ いな2 重の鋸歯を つける 。 花は

4 －5 月に1 5 －4 0 cmの花茎を 伸ばし 、 先端に5 －2 0 個の花を 散形につ

ける。 裂片は披針形で、 花冠は径2 －3 cmで紅紫色になる。 国内では北

海道（ 中南部）・ 本州・ 九州に分布し 、 朝鮮半島・ 中国（ 東北部）・ シベ

リ ア東部に見ら れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 かつて、 東部の山地に生息し ていたよう であるが、 かなり 以前から 生

育し ていると の情報はない。

存続を脅かし た原因

　 遷移、 採集。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

丸山　 巖（ 1 9 8 2 ） サク ラ ソ ウ， 島根県大百貨事典編集委員会・ 山陰中央新報社開発局編,島根県大百科事典上巻,山陰中央新報社　 6 5 7 p .
大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅳ」 .3 4 8 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧（ N T ）撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅（ E X ）

サク ラ ソ ウ
サク ラ ソ ウ科

Prim u la  sie b o ld i i E. M o rren
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